
 

平成２８年度の活動をふりかえって 

 大森文化会館では同和問題をはじめとするあらゆる人権問題解決のため、学習会として 

｢つくし会｣と｢解放未来塾｣を開催しました。事業の一環として現地学習を開催しています。 

平成２８年度は「渋染一揆に学ぶ」と題し、岡山県の渋染一揆ゆかりの地を訪れました。 

 

解放未来塾現地研修【渋染一揆に学ぶ】 

人間としての誇り 

8 月 10 日（水）11 日（木）の 2 日間、解放未来塾現地研修を実施しました。 

岡山藩では、被差別身分の人々の「自分たちは百姓である(自分たちは百姓と同等である)」 

という意識が高く、周囲からの差別や、藩側からの差別的な政策に対して立ち向かい、闘って 

きた長い歴史があります。 

岡山藩では、財政が苦しくなり安政二年(１８５５年)人々に倹約令を出しました。その中に 

は、百姓や町人とは別に、身分上きびしく差別されてきた人たちに対して、差別を強め 

る別段御触書がありました。ひどい差別だと、彼らはこの命令の撤回を求めて立ち上が 

り、５３か村から千数百人もの人たちが結集して強訴（藩に対して別段御触書の撤回を 

要請）し、この別段御触書の命令を実施させませんでした。 

祖先から闘い続け、子や孫にまで差別を残したくなという思い、人間としての誇りを命がけで

守り抜いた当時の人の行動力を学び、今後も差別をなくすため学習し続けていかなければならな

いと感じました。 
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岡山市人権啓発センターで学習 渋染一揆結集の地 



 つ く し 会  

『差別の現実から・・・』 を基本とした学習内容の展開 

『自分自身を見つめる』 ことから、お互いの人権について考える 

『ひとごと』から『わがこと』へ の一人ひとりの変容を目指して 

この３つを重点目標として、毎月第３金曜日を予定日として開催しています。 

 

５月２０日 元気の出る講演会Ⅰ 

 愛媛県人権対策協議会 副会長の山下美佐子さん 

に｢私と人権･同和教育」と題し講演していただきま 

した。 

          自らの体験をもとにお話ししていただき、参加者 

一人ひとりが差別の現実から深く学ぶことのできた 

講演でした。 

 

８月１８日「他市町交流会」 

宇和島市三間町隣保館へ訪問させていただき、隣保 

館の活動や人権対策協議会の方の思いを話し合って交 

流しました。 

毎年開催して交流を深めていければと考えています。 

 

                                    ９月１６日「元気の出る講演会Ⅱ」 

              徳島県人権エンタメ集団「友輝（ゆうき）」に 

             所属、人権書道家の阿部千明さんに「人間として生 

きるには人を人として大切に」と題し講演していただき、 

これまでの人権問題との関わりや、自らの中にあった 

差別心への気づきなど講演をしていただき、気づ 

くことの大切さなど学びました。 

 

 

１２月１５日「各種大会報告」 

平成２８年度に、人権・同和教育の各大会に参加し 

た方からの報告会を開催しました。 

各大会に参加して発表のあった他市町の活動や、各 

大会参加者が今後どう活かしていくのかなど報告して 

いただきました。 

                     

 ７月にソフトバレーでスポーツ交流会、10 月にいもたき交流会、11 月に小・中・高等学校 

の先生に講師をしていただき、授業風景の再現の学習会を開催しました。 

※ 平成２９年度のつくし会の予定は最終ページを参考にしてください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 解 放 未 来 塾  

 差別や偏見に気づくことと、「あんたのいいよることおかしいよ」「どうして差別するの」 

と言える勇気と知識（力）を身につけることを目標に、毎月第４木曜日を予定日として開催 

しています。 

２９年度には、他市町の子ども会との交流を深めるため、交流会を予定しています。 

 交流活動  

     ２月１２日『耐寒ウォ－ク２０１７』 

大森文化会館から山出憩いの里温泉までの往復の行程を、 

城辺小・中学校の児童・生徒２５名、保護者・教職員等１４ 

名が参加し約 17.5km 歩きました。当日は、朝から雪が降っ 

ていてましたが、参加者の皆さん声を掛け励まし助け合いな 

がら、仲間づくり、そして絆を深めて全員完歩することが出 

来ました。 

 会館到着後には、地元の方に作っていただいた、ぜんざい 

をごちそうになりました。 

〇子ども会活動として、地区伝統行事「亥の子」や 

「クリスマス会」を開催して交流を深めました。 

〇女性部の交流事業として生花教室を開催しています。 

参加を希望される方は大森文化会館までご連絡くだ 

さい。                                              

＜お気軽にご連絡ください。＞ 

 

 各種相談事業  

 大森文化会館では、各種相談事業を行っております。 

人権問題に関することなど、相談がありましたらお気軽にご連絡ください。 

 

 大森文化会館の利用について  

大森文化会館は、住民のみなさんに利用していただけるよう開放しています。 

サークル活動等でもご利用できますので、利用を希望される方は、大森文化会館へご連絡をし

てください。(利用時間は、午前９時～午後１０時まで) 

会館到着後集合写真 

復路山出憩いの里温泉出発 

生花教室作品 

地区伝統行事 

亥の子 

解放未来塾 平成 29 年度塾生募集 

大森文化会館では、平成２９年度『解放未来塾』塾生を募集しています。 

対象は、小学５年生から高校生です。 

参加を希望される方は、大森文化会館(７２－０８３７)まで連絡してください。 

 



 

平成２９年度『つくし会』予定表 

重 点 目 標 

 

 

□  『差別の現実から・・・』 を基本とした学習内容の展開 

□  『自分自身を見つめる』 ことから、お互いの人権について考える 

□  『ひとごと』から『わがこと』へ の一人一人の変容を目指して 

✴  身の回りの具体的な課題・同和問題に焦点を絞り学習 

✴  学習者の一人一人の心に届く学習内容の展開 

月 日 学  習  内  容 

4 21 人権標語づくり（ワークショップ） 

5 18 元気の出る講演会Ⅰ 

6 16 軽スポーツ交流会 

7 21 大会報告 

8  他市町との交流会（他団体との交流） 

9 15 元気の出る講演会Ⅱ 

10 20 大会報告／いもたき交流会 

11 17 小･中･高 人権教育の取組について 

12 15 大会報告 

1 19 元気の出る講演会Ⅲ 

※ 内容・日程については変更になる場合があります。 

つくし会参加者の様子 
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落
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落
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落
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落
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部
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調
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を
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も
の
と
す
る
。 

附 

則 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 


